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素 と本霤の鞏刊は其霞頗る語 く爲めに現今本邦學曾に行はれつ 玉ある化學衛語邦譁の大部分は芙範を本語彙
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自然科學 の進展 目ざ ま しく,學 界の活躍 釜 々盛 んな らん とす る時,苟 も
之 に心 を寄 する人 々は 自然科學全般 の不断 の情 勢 を知 るべ き何等 かの機闔
を必要 とす るで あ らう、
本誌は 英 のNaヒure,米のSciencq佛のReuueg6n6ml軌獨 のNat丗一
MssenschalLe1】等 と使命 を同 じうす るもので あつて發刊 以來10年 の薩 月を
閲 し,籔 に歪 く我 國唯 一の一般 肖然科學 雜誌 と しての内容,髓 裁 じ構威 を
具ふ るに到 つた,學 徒諸 士は本 誌に よつて初 めて各 自に必要 なる観野 を得
られ るで あ らう.
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[239]カソ リンの分 析 に就 て(D.
[240]繊維 素 に對 す る フオル ム ア ル デ ヒ ドの結合 樣 式 に就 て …






































































は吾國に於ける物理化墨關係の報文全部に對 し.そ の英文抄録 を網糶せるもの
な り。
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